
教員を目指している皆様へ

奨学金の返還を
支援します

最大
150万円
まで！

対象者対象者

都内の公立・私立の幼稚園～高校等に採用された正規の教員

東京都教育委員会・（公財）東京都私学財団では、学生時
代に奨学金の貸与を受けていた方が、都内の公立・私立学校
で正規の教員として勤務することになった場合、奨学金の返
還を支援する取組を実施しています。
「未来の東京を担う人材の育成」に携わりたいという意欲溢
れる若者の学びを積極的に応援していきます！あなたも一緒
に東京の未来を創っていきませんか？

大学等の在学時に貸与を受けた奨学金額のうち、申請時点

の返還残額の２分の１の額（最大150万円まで）を支援
※ 最長、10年に分けての支援となります。

支援額支援額

返還支援までの流れ返還支援までの流れ

教員
として
就職

奨学金
返還支援

申請

支援決定 代理返還
開始

採用１年目 ２年目以降



お問い合わせ先&事業の詳細

私立教員
を目指す方

支援による負担軽減イメージ（モデルケース）支援による負担軽減イメージ（モデルケース）

Q. 支援の対象となる奨学金を教えてください。
A. 日本学生支援機構の第一種奨学金及び第二種奨学金

どちらも支援対象です。また、本人以外の第三者に
よる代理での返還を認めている公的機関等が実施する
貸与型奨学金も支援の対象となる場合があります。

Q. 在学中や就職前の申請は必要でしょうか？
A. 事前の申請は不要です。就職後、奨学金の残額を証明

する書類などと合わせて申請をしていただきます。
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よくある質問よくある質問

お問い合わせ
【東京都教育委員会】
S9000017@section.metro.tokyo.jp

公立教員
を目指す方

お問い合わせ
【（公財）東京都私学財団】
dairihenkan@shigaku-tokyo.or.jp

詳細は
こちら！

詳細は
こちら！

私立大学・自宅外通学で、日本学生支援機構の第一種奨学金（無利子）を月6.4万円・4年間借り入れた場合
（貸与総額307.2万円）

0

40,000

80,000

120,000

160,000

１
年
目

２
年
目

３
年
目

４
年
目

５
年
目

６
年
目

７
年
目

８
年
目

９
年
目

１
０
年
目

１
１
年
目

１
２
年
目

１
３
年
目

１
４
年
目

１
５
年
目

１
６
年
目

１
７
年
目

１
８
年
目

１
９
年
目

23歳 24歳 25歳 26歳 27歳 28歳 29歳 30歳 31歳 32歳 33歳 34歳 35歳 36歳 37歳 38歳 39歳 40歳 41歳

■本人負担 □財団支援
【本人負担額】
⚫ 従来
年 約17.1万円（月 約1.4万円×12月）

↓
⚫ 支援後
年 約2.1万円（月 約0.2万円×12月）
※年15万円の負担軽減

※初年度は原則７か月後から
返還開始のため、6か月分

最長10年間にわたり
年15万円の代理返還
支援を受けられます！
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